
遺伝性乳がん・卵巣がんのカウンセリング 外来 

 

診療内容 

家系内に乳がんと卵巣がんの患者さんが多数いらっしゃるご家族に、遺伝性のがんについて正確な情

報をご説明し、遺伝についての不安や疑問についてお話しを伺います。不安や疑問が少しでも軽減され

るようカウンセリングを通してサポートし、患者さんが納得できる治療方法や予防方法について一緒に

考え、ご自身の意思で解決できるようお手伝いします。      

 ＊お電話での遺伝相談はできませんので、ご了承ください。 

 

予約方法 

遺伝カウンセリング・相談をご希望の方は、地域連携部（電話番号 0776-61-8451）まで連絡してく

ださい。 

電話受付後に改めてこちらから予約日時についてご連絡差し上げます。 

 

主な診療担当者 

前田 浩幸：日本人類遺伝学会臨床遺伝専門医 日本乳癌学会乳腺専門医 

畑 郁恵（遺伝診療部医師） 

浦井真友美：乳がん看護認定看護師  家族性腫瘍セミナー修了 

小林 美貴：緩和ケア認定看護師   家族性腫瘍セミナー修了 

 

遺伝性乳がん・卵巣がん症候群とは 

遺伝性のがん（遺伝要因がはっきり分かっているがん）の一つです。 

BRCA1 あるいは BRCA2 遺伝子の変異を生まれつき持っています。 

 遺伝性乳がん・卵巣がんの可能性がある方は以下（表1）を参照して下さい。 

 

表1 遺伝性乳がん卵巣がん症候群の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

費用 

外来診療料＋遺伝カウンセリング料 

＊遺伝カウンセリング料  約 1時間 5400円 （保険診療対象外のため、自由診療） 

＊遺伝子検査(BRCA1／2)を行う場合、検査料は保険適用がありませんので自費になります。 

＊紹介状なしの場合、別途 5000円が必要になります。 

 若年で乳がんを発症する 

 トリプルネガティブ（エストロゲン受容体、プロゲステロン受容体をもっていなくて、

HER2 発現がないタイプ）の乳がんを発症する 

 両方の乳房にがんを発症する 

 片方の乳房に複数回乳がんを発症する 

 乳がんと卵巣がん（卵管がん、腹膜がんを含む）の両方を発症する 

 男性で乳がんを発症する 

 家系内にすい臓がんや前立腺がんになった人がいる 

 家系内に乳がんや卵巣がんになった人がいる 


